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66
堺
の
町
探
訪 

― 

宿
院 

―

さ
か
い
利
晶
の
杜
は
、
歴
史
豊
か
な
堺

の
町
の
中
心
地
で
あ
る
宿
院
の
近
く

に
あ
り
ま
す
。
宿
院
は
、
住
吉
大
社
の
御
旅

所
で
、
住
吉
の
神
が
夏
越
の
祭
り
の
時
に
、

堺
で
一
夜
を
過
ご
す
聖
地
で
す
。
宿
院
界
隈

は
第
二
次
世
界
大
戦
の
空
襲
で
焼
か
れ
る
前

は
、
映
画
館
や
商
店
が
並
び
、
近
接
す
る
開

口
神
社
前
の
山
之
口
商
店
街
と
一
体
と
な
っ

た
堺
最
大
の
繁
華
街
で
し
た
。

　
こ
の
図
は
、
堺
の
大
町
東
一
丁
の
木
綿

卸
商
の
家
に
生
ま
れ
育
っ
た
岸
谷
勢
蔵

（
一
八
九
九
～
一
九
八
〇
）
が
、
建
物
疎
開

前
の
昭
和
一
八
年
（
一
九
四
三
）
一
〇
月
の

宿
院
界
隈
の
町
並
み
を
回
顧
し
て
、
鳥
瞰
図

風
に
描
い
た
作
品
で
す
。
画
面
下
を
大
道
筋

と
路
面
電
車
が
、
画
面
真
ん
中
を
上
下
に
宿

院
通
り
（
現
在
の
フ
ェ
ニ
ッ
ク
ス
通
り
）
が

通
っ
て
い
ま
す
。
ほ
と
ん
ど
の
家
屋
は
、
木

造
の
日
本
家
屋
で
、
し
か
も
密
集
し
て
建
っ

て
い
た
た
め
昭
和
一
九
年
（
一
九
四
四
）
の

建
物
疎
開
で
は
、
多
数
の
建
物
が
空
襲
に
よ

る
延
焼
阻
止
の
た
め
撤
去
さ
れ
ま
し
た
。

　「
山
の
口
筋
」、「
飯
匙
堀
」
な
ど
は
現
存

し
て
い
ま
す
が
、「
宿
院
広
場
」、「
電
気
館
」

「
卯
の
日
座
」（
映
画
館
）、「
藤
の
棚
広
場
」、

「
青
物
市
場
」
な
ど
失
わ
れ
た
建
物
や
場
所

も
あ
り
ま
す
。

　
な
お
、
岸
谷
は
堺
市
か
ら
依
嘱
さ
れ
た
堺

芸
術
報
国
聯
盟
の
一
員
と
し
て
、
昭
和
一
九

年
《
堺
市
第
一
次
疎
開
地
区
記
録
》（
原
画
、

堺
市
博
物
館
蔵
）
を
残
し
て
い
ま
す
。
さ
か

い
利
晶
の
杜
の
観
光
案
内
展
示
室
に
設
置
さ

れ
て
い
る
ジ
オ
ラ
マ
は
、
岸
谷
の
《
堺
市
第

一
次
疎
開
地
区
記
録
》
を
も
と
に
し
て
作
ら

れ
ま
し
た
。

（
さ
か
い
利
晶
の
杜
　
学
芸
員
　
矢
内
一
磨
）

岸谷勢蔵 草稿《戦前の宿院方面の図》昭和18年(1943)10月(堺市博物館蔵)

現在のフェニックス通り（宿院付近）
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堺

出

身

の

洋

画
家
・
髙
林
和
作

（
一
九
〇
〇
～
六
八
）

の
生
誕
一
二
〇
周

年
を
記
念
し
、
堺

市
博
物
館
の
コ
レ

ク
シ
ョ
ン
の
中
か
ら
創
作
の
軌
跡
を
辿
る
企
画
展
を

開
催
し
ま
し
た
。
髙
林
は
、明
治
三
三
年（
一
九
〇
〇
）

に
現
在
の
堺
市
北
区
百
舌
鳥
赤
畑
町
に
生
ま
れ
ま
し

た
。
生
家
は
戦
国
時
代
か
ら
続
く
旧
家
で
、現
在
「
髙

林
家
住
宅
」
と
し
て
国
の
重
要
文
化
財
に
指
定
さ
れ

て
い
ま
す
。
髙
林
が
生
き
た
二
〇
世
紀
は
、
日
本
に

お
い
て
、
西
洋
画
の
受
容
と
日
本
的
油
絵
が
模
索
さ

れ
た
時
代
で
、
多
く
の
画
家
が
独
自
の
ス
タ
イ
ル
を

追
求
し
ま
し
た
。
戦
後
の
日
本
洋
画
壇
の
状
況
を
嘆

き
「
サ
バ
ク
」
に
例
え
た
髙
林
は
、
青
を
基
調
に
色

の
対
比
を
意
識
し
な
が
ら
、
線
描
を
重
ね
る
作
風
を

確
立
さ
せ
て
い
き
ま
す
。
本
展
覧
会
で
は
、
三
章
に

分
け
て
髙
林
の
画
業
を
紹
介
し
ま
し
た
。

  

　「
Ⅰ
初
期
の
画
業
―
巴
里
の
ル
ツ
ボ
の
中
に
つ
か

っ
て
一
九
〇
〇
―
一
九
四
八
」
で
は
、
滞
仏
期
な
ど

初
期
の
作
品
を
展
示
し
ま
し
た
。
髙
林
は
日
本
で
専

門
的
な
美
術
教
育
を
受
け
て
お
ら
ず
、
本
格
的
に
洋

画
を
学
ん
だ
の
は
、
昭
和
三
年
（
一
九
二
八
）
に
パ

リ
へ
渡
航
し
て
か
ら
で
し
た
。
美
術
学
校
で
二
人
の

師
か
ら
学
び
つ
つ
、
同
時
代
の
作
家
た
ち
か
ら
刺
激

を
受
け
、
作
家
人
生
に
お
け
る
芸
術
観
を
育
み
ま
し

た
。
こ
の
作
品
に
み
ら
れ
る
、
青
み
を
基
調
と
し
た

空
間
表
現
は
や
が
て
色
彩
豊
か
に
展
開
さ
れ
て
い
き

ま
す
。

  

　「
Ⅱ
色
の
か
さ
ね
、
線
の
ひ
び
き
―
自
分
の
眼
で

捕
ら
え
な
け
れ
ば
一
九
四
九
―
一
九
六
三
」
で
は
、

昭
和
七
年
（
一
九
三
二
）

に
帰
国
し
た
の
ち
活
動
拠

点
と
な
っ
た
京
都
で
描

い
た
作
品
を
展
示
し
ま
し

た
。
こ
の
頃
、
京
都
市
立

美
術
大
学
（
現
京
都
市
立

芸
術
大
学
）
の
西
洋
画
科

で
教
鞭
を
と
り
つ
つ
、
関

西
圏
を
中
心
に
写
生
を
行

い
ま
し
た
。
気
に
入
っ
た

場
所
に
は
何
度
も
足
を
運

び
、
風
景
か
ら
純
粋
な
色
彩
を
抽
出
し
よ
う
と
模
索

す
る
姿
が
う
か
が
え
ま
す
。

  

　「
Ⅲ
旅
―
も
っ
と
奔
放
な
絵
を
作
り
た
い

一
九
六
四
―
一
九
六
八
」
で
は
、
家
族
に
宛
て
た
絵

は
が
き
と
と
も
に
晩
年
の
旅
の
作
品
を
展
示
し
ま
し

た
。
昭
和
四
〇
年
（
一
九
六
五
）
に
大
学
を
退
職
し

た
髙
林
は
、
精
力
的
に
制
作
旅
行
に
出
か
け
ま
し
た
。

こ
こ
で
は
潮
の
香
を
運
ぶ
風
や
、
水
蒸
気
の
多
い
大

気
を
通
し
た
光
が
、
瑞
々
し
い
色
彩
の
配
置
と
の
び

や
か
な
線
に
よ
っ
て
的
確
に
捉
え
ら
れ
て
い
ま
す
。

晩
年
の
旅
で
は
体
力
の
お
と
ろ
え
が
あ
っ
た
な
か
、

風
景
と
の
自
然
な
対

話
を
楽
し
む
、
作
家

の
生
き
生
き
と
し
た

眼
差
し
が
感
じ
ら
れ

ま
す
。

　
髙
林
が
世
に
出
し

た
全
作
品
の
う
ち
三

分
の
二
は
ご
遺
族
か

ら
譲
ら
れ
、
出
身
地

に
あ
る
堺
市
博
物
館

に
収
蔵
さ
れ
て
い
ま
す
。
髙
林
は
美
術
団
体
に
所
属

せ
ず
、
個
展
を
中
心
に
作
品
を
発
表
し
て
き
た
た
め
、

こ
れ
ま
で
画
業
が
広
く
紹
介
さ
れ
る
機
会
は
多
く
あ

り
ま
せ
ん
で
し
た
。
そ
の
た
め
二
二
年
ぶ
り
に
出
身

地
で
あ
る
堺
で
個
展
を
開
催
で
き
た
こ
と
は
、
大
変

意
義
深
い
こ
と
だ
っ
た
と
思
い
ま
す
。
最
後
に
な
り

ま
し
た
が
、
本
展
を
開
催
す
る
に
あ
た
り
、
作
家
ご

遺
族
、
髙
林
家
の
み
な
さ
ま
、
調
査
お
よ
び
情
報
提

供
で
ご
協
力
を
賜
り
ま
し
た
み
な
さ
ま
に
心
よ
り
感

謝
申
し
上
げ
ま
す
。

（
千
利
休
茶
の
湯
館
　
学
芸
員
　
三
好
帆
南
）

　　
　　　　

　　　　　　　　　　　                               

令和３年２月13日 ㈯ ～３月21日 ㈰

 

　

企
画
展
関
連
展
示
「
髙
林
和
作
と
文
人
の
世
界
」

　
髙
林
が
晩
年
に
描
い
た
水
墨

画
を
紹
介
し
ま
し
た
。《
寒
林

画
稿
帖
》【
左
図
】
に
は
江
戸

時
代
の
文
人
画
家
た
ち
に
影
響

を
与
え
た
絵
手
本
『
芥
子
園
画

伝
』
の
模
写
が
残
さ
れ
て
お
り
、
髙
林
が

文
人
画
に
関
心
を
寄
せ
て
い
た
こ
と
が
う

か
が
え
ま
す
。《
寒
林
山
人
独
楽
画
冊
》【
右

図
】
に
は
花
鳥
画
や
旅
先
で
描
い
た
風
景

が
描
か
れ
て
い
ま
す
。
あ
り
の
ま
ま
の
自

然
を
描
く
こ
と
を
好
ん
だ
髙
林
は
、
自
ら

娯
し
み
絵
を
描
い
た
文
人
に
共
感
の
念
を

抱
い
た
の
か
も
し
れ
ま
せ
ん
。�

（
三
好
）

＊�

本
年
度
は
そ
の
他
に
、「
四
代
田
辺
竹
雲
斎
展 

伝

統
と
は
挑
戦
な
り
」
で
は
喫
茶
に
関
す
る
竹
工
芸

を
、「『
冬
柏
』
―
『
明
星
』
の
精
神
を
貫
い
た
理

想
郷
―
」
で
は
、『
冬
柏
』（
椿
）
に
ち
な
み
、
茶

人
が
好
ん
だ
椿
の
図
柄
の
裂
地
を
紹
介
し
ま
し
た
。

企画展

千利休茶の湯館

《河岸の秋》　1960年頃、堺市博物館蔵

－ －
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令
和
二
年
は
、
与
謝
野
晶
子
と
寛
が
中
心
と
な
っ
て
刊

行
し
た
雑
誌
『
明
星
』
創
刊
一
二
〇
年
、『
冬
柏
』
創
刊

九
〇
年
の
記
念
の
年
で
し
た
。

　『
冬
柏
』
は
、
椿
の
「
語
原
の
字
」
で
「
ト
ウ
ハ
ク
」

と
読
み
ま
す
。
昭
和
期
に
お
け
る
『
明
星
』
と
も
言
わ

れ
、
新
詩
社
同
人
の
表
現
の
場
と
し
て
、
昭
和
五
年

（
一
九
三
〇
）
に
創
刊
さ
れ
ま
し
た
。
そ
し
て
、
与
謝
野

夫
妻
の
没
後
も
弟
子
た
ち
に
引
き
継
が
れ
昭
和
二
七
年

（
一
九
五
二
）
ま
で
刊
行
さ
れ
ま
し
た
。

　『
冬
柏
』
が
刊
行
さ
れ
た
昭
和
初
期
、
す
で
に
新
詩
社

は
歌
壇
の
中
心
で
は
あ
り
ま
せ
ん
で
し
た
。
ま
た
、『
明
星
』

に
比
べ
て
『
冬
柏
』
に
は
装
幀
の
華
や
か
さ
や
著
名
な
執

筆
者
が
少
な
い
こ
と
か
ら
、
近
代
短
歌
史
で
も
ほ
と
ん
ど

評
価
さ
れ
て
い
ま
せ
ん
で
し
た
。
し
か
し
、
そ
こ
に
は
、

晩
年
の
晶
子
の
動
向
や
作
品
を
詳
細
に
辿
る
こ
と
が
で
き

る
と
と
も
に
、
太
平
洋
戦
争
に
向
か
う
戦
時
体
制
の
中
で
、

個
性
と
自
由
の
精
神
を
貫
き
続
け
た
晶
子
た
ち
の
理
想
の

世
界
が
あ
り
ま
し
た
。
近
年
、『
冬
柏
』
の
価
値
が
少
し

ず
つ
見
直
さ
れ
、
復
刻
版
の
刊
行
に
よ
っ
て
研
究
の
進
展

が
期
待
さ
れ
て
い
ま
す
。

　
本
展
で
は
、
晶
子
た
ち
が
最
後
ま
で
自
ら
の
表
現
の
場

と
し
て
守
り
続
け
た
『
冬
柏
』
が
ど
の
よ
う
な
雑
誌
で
あ

っ
た
か
を
明
ら
か
に
し
ま
し
た
。
復
刻
版
の
原
本
と
な
っ

た
弟
子
の
宮
元
尚
（
み
や
も
と
ひ
さ
し
、
熊
本
県
球
磨
郡

多
良
木
町
）
旧
蔵
の
『
冬
柏
』
を
は
じ
め
、晶
子
が
『
冬
柏
』

に
発
表
し
た
歌
の
自
筆
掛
軸
や
添
削
原
稿
、
弟
子
の
歌
集

や
書
簡
な
ど
、
約
七
〇
点
を
展
示
し
、『
冬
柏
』
の
魅
力

を
感
じ
て
い
た

だ
き
ま
し
た
。

　
展
示
は
、「『
明

星
』か
ら『
冬
柏
』

へ
」、「「
表
現
の

場
」
を
守
る
た

め
に
―
そ
の
一

頒
布
会
に
よ
る
芸
術
の
創
作

／
そ
の
二
旅
に
よ
る
創
作
と

普
及
」、「
晶
子
と
寛
か
ら
弟

子
、
そ
し
て
未
来
へ
」
の
三

章
構
成
で
行
い
ま
し
た
。

　
来
館
者
ア
ン
ケ
ー
ト
の
回

答
や
、
研
究
者
の
先
生
方
に

お
聞
き
し
ま
す
と
、
資
料
が

充
実
し
て
お
り
、
晶
子
と
寛

の
精
神
が
理
解
で
き
た
と
満

足
度
の
高
い
も
の
で
し
た
。

本
展
開
催
を
機
に
、『
冬
柏
』
研
究
の
ス
タ
ー
ト
と
し
た

い
と
考
え
て
お
り
ま
し
た
が
、
そ
れ
以
上
の
評
価
を
い
た

だ
き
安
堵
し
ま
し
た
。
ま
た
、
ア
ン
ケ
ー
ト
回
答
者
に
の

み
配
布
し
た
図
録
も
大
変
好
評
で
し
た
。

　
本
展
の
メ
イ
ン
資
料
で
あ
る
宮
元
尚
旧
蔵
『
冬
柏
』

一
八
八
冊
を
展
示
す
る
に
あ
た
っ
て
、
初
め
て
の
試
み
も

行
い
ま
し
た
。
七
月
豪
雨
で
被
災
さ
れ
た
人
吉
在
住
の
宮

元
尚
の
ご
親
族
が
、
ま
だ
復
興
途
中
で
あ
り
な
が
ら
本
資

料
を
貸
し
出
し
て
く
だ
さ
っ
た
こ
と
に
対
し
て
、
担
当
学

芸
員
と
し
て
、
ご
親
族
へ
の
感
謝
の
意
と
被
災
者
復
興
へ

の
思
い
を
表
す
る
パ
ネ
ル
を
設
置
し
ま
し
た
。
来
館
者
の

中
に
は
、
合
本
に
な
っ
て
い
な
い
『
冬
柏
』
が
一
堂
に
展

示
さ
れ
て
い
る
こ
と
に
感

動
し
涙
を
流
さ
れ
る
方
や
、

被
災
さ
れ
た
ご
親
族
の
ご

厚
意
に
感
謝
さ
れ
る
方
も

多
数
お
ら
れ
ま
し
た
。
ま

た
、
一
階
の
観
光
案
内
展

示
室
で
も
、
豪
雨
の
被
害

を
伝
え
る
パ
ネ
ル
展
を
併

設
し
ま
し
た
。
内
覧
会
で

は
多
数
の
マ
ス
コ
ミ
関
係

者
が
取
材
に
来
ら
れ
、「
奇

跡
の
資
料
」
と
し
て
熊
本
日
日
新
聞
に
も
取
り
上
げ
ら
れ

地
元
で
も
話
題
に
な
る
な
ど
予
想
以
上
の
反
響
が
あ
り
ま

し
た
。

　
こ
の
場
を
お
借
り
し
て
、
宮
元
尚
の
ご
親
族
と
、
借
用

の
た
め
に
多
大
な
る
御
尽
力
を
い
た
だ
き
ま
し
た
近
藤
晉

平
先
生
に
あ
ら
た
め
て
感
謝
申
し
上
げ
ま
す
。

　（
与
謝
野
晶
子
記
念
館
　
学
芸
員
　
森
下
明
穂
）

＊�

な
お
、
講
演
会
は
、
講
師
の
体
調
不
良
に
よ
り
中
止
と
な
り

ま
し
た
。

　　　　　　　

     『 　
とうはく

　 』　　―   ―

　　令和２年12月５日 ㈯ ～令和３年１月31日 ㈰

企画展

　

晶
子
最
晩
年
の
百
首
屏
風
を
初
公
開

　
与
謝
野
晶
子
記
念
館
で
は
、
毎
月
晶
子
自

筆
資
料
を
入
れ
替
え
て
展
示
し
て
お
り
、
令

和
二
年
一
一
月
か
ら
令
和
三
年
一
月
に
は
、

晶
子
最
晩
年
の
百
首
屏
風
（
海
こ
ひ
し
）
を

初
公
開
展
示
し
、
多
く
の
メ
デ
ィ
ア
に
取
り

上
げ
ら
れ
話
題
と
な
り
ま
し
た
。
屏
風
に
は
、

晶
子
自
選
の
一
四
八
首
の
歌
が
書
か
れ
て
い
ま
す
。
高

知
県
の
伊
野
町
長
な
ど
を
歴
任
し
た
森
木
楠
正
（
森
木

家
は
高
知
県
の
旧
家
）
が
晶
子
に
書
面
で
歌
屏
風
の
揮

毫
を
依
頼
し
作
ら
れ
ま
し
た
。
当
初
、
さ
か
い
利
晶
の

杜
開
館
五
周
年
記
念
と
し
て
三
月
か
ら
展
示
を
予
定

し
て
い
ま
し
た
が
、
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
拡
大
防
止

に
よ
る
臨
時
休
館
で
延
期
に
な
り
ま
し
た
。
森
木
楠
正

の
ご
遺
族
よ
り
特
別
に
お
借
り
し
、
よ
う
や
く
展
示
が

実
現
し
ま
し
た
。

　
ま
た
、
全
国
文
学
館
協
議

会
共
同
展
示
「
三
・
一
一
文

学
館
か
ら
の
メ
ッ
セ
ー
ジ
」

九
回
目
と
し
て
、
パ
ネ
ル
展

「
晶
子
と
ス
ペ
イ
ン
風
邪
―

人
類
へ
の
問
い
か
け
―
」
を

開
催
し
ま
し
た
。�

（
森
下
）

与謝野晶子記念館
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展
示
報
告

　
堺
の
風
景
・
風
物
を
記
録
画
に

残
し
た
岸
谷
勢
蔵
（
一
八
九
九
～

一
九
八
〇
）
の
没
四
〇
年
に
当
た
る

本
年
。
堺
市
博
物
館
蔵
の
岸
谷
作
品

の
う
ち
、
与
謝
野
晶
子
に
因
ん
だ
資

料
を
中
心
に
展
示
し
ま
し
た
。

　
岸
谷
勢
蔵
は
堺
市
の
大
町
東
一

丁
で
生
ま
れ
ま
し
た
。
生
家
は
木

綿
卸
商
を
営
み
、
江
戸
時
代
以
来

の
堺
の
商
家
の
伝
統
を
色
濃
く
残

す
環
境
で
育
ち
ま
す
。
絵
を
描
く

こ
と
を
好
み
、
図
画
を
学
ぶ
た
め
、

大
阪
精
華
学
院
へ
進
学
、
郷
土
の

風
景
や
事
物
を
多
く
描
い
た
作
品

を
残
し
て
い
ま
す
。

　
岸
谷
は
与
謝
野
晶
子
の
二
一
歳

下
で
あ
り
、
住
ま
い
は
晶
子
の
生

家
の
大
道
筋
を
挟
ん
だ
東
側
に
あ

り
ま
し
た
。
岸
谷
が
描
い
た
戦
前

の
堺
の
風
景
は
、
晶
子
の
ふ
る
さ

と
の
風
景
で
も
あ
り
ま
し
た
。

　
こ
の
展
示
で
は
、
岸
谷
が
描
く

生
家
で
の
年
中
行
事
の
様
子
を
パ

ネ
ル
で
掲
示
し
、
堺
の
町
家
の
四

季
の
暮
ら
し
を
紹
介
し
ま
し
た
。

岸
谷
が
描
い
た
堺
の
風
景
と
対
応

す
る
晶
子
の
短
歌
を
展
示
し
、
岸

谷
の
世
界
が
晶
子
の
原
風
景
で
あ

る
こ
と
を
示
し
ま
し
た
。
ま
た
、

代
表
的
な
作
品
（《
南
蛮
行
列
》、

《
疎
開
地
区
記
録
》、《
堺
の
風
物

史
》
な
ど
）
を
展
示
し
、
堺
の
町

と
暮
ら
し
を
描
く
岸
谷
の
世
界
を

紹
介
し
ま
し
た
。

　
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
拡
大
の

た
め
、
三
月
三
日
か
ら
休
館
を
余

儀
な
く
さ
れ
、
本
展
の
開
催
が
危

ぶ
ま
れ
る
状
況
で
し
た
が
、
予
定

通
り
の
会
期
で
執
り
行
っ
た
こ
と

を
付
言
し
て
お
き
ま
す
。（
矢
内
）

　　　　　　　　　　　　 － －
令和２年５月16日 ㈯ ～６月14日 ㈰ 

企画展

活
動
報
告

　
今
年
度
は
、
全
体
会
議
を
二
回
、
報
告
書
製
作
の
た
め
の
会
議
を
三
回
行
い

ま
し
た
。
た
だ
し
、
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
拡
大
防
止
の
た
め
、
遠
方
の
先
生

方
に
は
オ
ン
ラ
イ
ン
に
て
ご
参
加
い
た
だ
き
ま
し
た
。

八
月
二
八
日
に
、
第
一
回
会
議
を
行
い
、
昨
年
度

の
成
果
を
振
り
返
り
、
今
年
度
の
展
示
計
画
と
研

究
会
の
方
向
性
に
つ
い
て
話
し
合
い
ま
し
た
。

　
第
二
回
目
は
、
一
二
月
一
〇
日
に
行
い
、
来
年

度
の
計
画
と
、
共
同
研
究
の
報
告
書
に
つ
い
て
打

ち
合
わ
せ
た
後
、
企
画
展
と
晶
子
最
晩
年
の
百
首

屏
風
の
初
公
開
展
示
を
観
覧
し
ま
し
た
。

　
二
月
以
降
の
第
三
回
か
ら
第
五
回
に
関
し
て

は
、
報
告
書
で
寄
稿
い
た
だ
く
太
田
登
会
長
と
中

周
子
先
生
と
オ
ン
ラ
イ
ン
に
よ
る
会
議
を
行
い
ま

し
た
。�

（
森
下
）

　
今
年
度
は
、
総
数
二
二
点
の
寄
贈
が
あ
り
ま
し
た
。

◆��

晶
子
・
寛
添
削
、
毛
呂
信
子
歌
稿
一
〇
点
（
五
九
枚
、
書
簡
付
）

　
弟
子
の
毛
呂
信
子
（
旧
姓
・
林
）
の
歌
稿
を
晶

子
と
寛
が
添
削
し
た
も
の
。
良
い
歌
に
は
三
重

丸
の
意
味
で
丸
を
三
つ
連
ね
た
朱
書
き
が
付
け

ら
れ
て
い
ま
す
。
こ
れ
ら
の
歌
稿
添
削
は
、
晶

子
と
寛
の
歌
作
指
導
が
よ
く
わ
か
る
資
料
で
す
。

ま
た
「
鉄
幹
」
と
署
名
さ
れ
た
古
い
歌
稿
も
あ
り
、

大
変
貴
重
で
す
。

◆
第
三
次
『
明
星
』（
与
謝
野
光
編
）
一
〇
冊

　
晶
子
と
寛
の
没
後
、
長
男
の
光
が
中
心
と
な
っ
て

弟
子
た
ち
と
共
に
刊
行
し
た
新
詩
社
の
機
関
誌
（
昭

和
二
二
年
～
二
四
年
）
。

◆
晶
子
自
筆
歌
掛
軸
（
わ
れ
は
知
る
）・
寛
自
筆
歌
掛
軸
（
わ
か
き
人
）
二
幅

　
昭
和
九
年
秋
、
与
謝
野
夫
妻
が
北
陸
旅
行
で
詠
ん
だ
歌
の
掛
軸
で
、
晶
子
の

歌
は
「
い
ぬ
あ
ぢ
さ
ゐ
」『
与
謝
野
晶
子
全
集
』
に
収
録
さ
れ
て
い
ま
す
。（
森
下
）

晶子共同研究寄贈資料 介紹
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活
動
報
告

追
悼

　
さ
か
い
利
晶
の
杜
の
茶
室
「
さ
か
い
待
庵
」
を
監
修

さ
れ
た
中
村
利
則
（
と
し
の
り
）
先
生
は
、
令
和
二
年

一
〇
月
一
一
日
に
ご
逝
去
さ
れ
ま
し
た
。
九
月
に
誕
生

日
を
迎
え
ら
れ
た
ば
か
り
で
、
享
年
七
四
才
で
し
た
。

親
し
み
を
込
め
て
こ
こ
で
は
あ
え
て
利
則
（
り
そ
く
）

先
生
と
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。
私
は
利
則
先
生
の
京

都
造
形
芸
術
大
学
（
現
京
都
芸
術
大
学
）
大
学
院
に
お

け
る
最
初
の
指
導
学
生
で
し
た
。
約
二
〇
年
近
く
研
究

指
導
を
仰
い
で
き
ま
し
た
が
、
私
に
と
っ
て
利
則
先
生
は
尊
敬
と
い
う

こ
と
ば
だ
け
で
は
言
い
尽
く
せ
な
い
恩
師
で
し
た
。
先
生
は
よ
く
「
本

は
時
空
を
越
え
て
歴
史
上
の
人
物
と
引
き
合
わ
せ
て
く
れ
る
」
と
お
っ

し
ゃ
っ
て
い
ま
し
た
。
利
則
先
生
は
、
隠
者
の
思
想
の
古
典
と
し
て
知

ら
れ
て
い
る
、
平
安
時
代
の
儒
者
・
慶
滋
保
胤
の
随
筆
「
池
亭
記
」
の

話
を
よ
く
さ
れ
て
い
ま
し
た
。
先
日
ふ
と
「
池
亭
記
」
を
開
い
た
際
、「
東

閣
に
入
り
、
書
巻
を
開
き
、
古
賢
に
逢
ふ
」
と
い
う
文
章
を
見
て
、
本

に
出
会
う
喜
び
を
、
保
胤
と
同
じ
よ
う
に
先
生
も
感
じ
て
い
た
の
だ
な

あ
、
と
思
い
ま
し
た
。

　
国
宝
の
茶
室
「
待
庵
」
は
、
千
利
休
唯
一
の
遺
構
と
伝
え
ら
れ
て
い

ま
す
。
そ
し
て
利
則
先
生
は
、
そ
の
創
建
当
時
の
姿
を
「
さ
か
い
待
庵
」

と
し
て
再
現
し
、
私
た
ち
に
利
休
の
茶
室
、
そ
し
て
利
休
と
引
き
合
わ

せ
て
く
れ
ま
し
た
。「
さ
か
い
待
庵
」
は
、
利
則
先
生
の
遺
構
と
な
り

ま
し
た
が
、
堺
市
が
誇
る
茶
室
と
し
て
先
生
の
思
い
を
引
き
継
ぎ
今
後

も
大
切
に
利
用
し
て
い
た

だ
け
れ
ば
と
思
い
ま
す
。

（
千
利
休
茶
の
湯
館

　
学
芸
員
　
木
村
栄
美
）

＊�

な
お
先
生
に
は
「
さ
か
い
利

晶
の
杜
学
芸
だ
よ
り
」
第
三

号
に
コ
ラ
ム
「
利
休
の
作
意
」

を
ご
執
筆
い
た
だ
き
ま
し
た
。

中村利則先生を偲んで

在りし日の中村利則先生

　
今
年
度
は
、
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
拡
大
に
と
も
な
う
緊

急
事
態
宣
言
に
よ
っ
て
、
外
出
が
制
限
さ
れ
ま
し
た
。
そ
ん
な
時

で
も
、
自
宅
に
い
な
が
ら
パ
ソ
コ
ン
や
ス
マ
ー
ト
フ
ォ
ン
な
ど
で
、

気
軽
に
楽
し
く
ミ
ュ
ー
ジ
ア
ム
体
験
が
で
き
る
コ
ン
テ
ン
ツ
「
お

う
ち
時
間
で
学
ぼ
う
！
」
を
、
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
に
て
公
開
を
始
め

ま
し
た
。
企
画
展
の
内
容
や
堺
に
お
け
る
茶
の
湯
の
歴
史
に
関
す

る
皆
様
か
ら
の
ご
質
問
に
学
芸
員
が
答
え
る
学
芸
ト
ー
ク
や
、
展

示
資
料
の
み
ど
こ
ろ
と
ポ
イ
ン
ト
を
紹
介
し
た
動
画
な
ど
を
制
作

し
ま
し
た
。
現
在
以
下
絶
賛
公
開
中
で
す
。

①
オ
ン
ラ
イ
ン
学
芸
ト
ー
ク

　
当
館
の
学
芸
員
が
皆
様
か
ら
寄
せ
ら
れ
た
質
問
に
お
答
え
し

ま
す
。

・
第
一
回
「
ス
ペ
イ
ン
・
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
と
与
謝
野
晶
子
」

・�

第
二
回
「
さ
か
い
待
庵
の
謎
を
解
き
明
か
そ
う
！
～
炉
と
床
の

秘
密
編
～
」

・
第
三
回
「
与
謝
野
晶
子
が
『
冬
柏
』
に
込
め
た
想
い
」

②
千
利
休
茶
の
湯
館
、
与
謝
野
晶
子
記
念
館
展
示
品
の
紹
介

③
利
晶
の
杜
に
お
い
で
よ
！
　

　
施
設
の
見
ど
こ
ろ
・
ポ
イ
ン
ト
を
紹
介
す
る
動
画
を
ご
覧
い
た

だ
け
ま
す
。

④
与
謝
野
晶
子
コ
ン
テ
ン
ツ

　「
与
謝
野
晶
子
か
ら
の
メ
ッ

セ
ー
ジ
」や「
晶
子
さ
ん
の
素
顔
」

な
ど
、
晶
子
の
言
葉
や
親
し
み

や
す
い
エ
ピ
ソ
ー
ド
を
紹
介
し

て
い
ま
す
。

　
是
非
ご
覧
く
だ
さ
い
。
今
後
も

ク
イ
ズ
や
塗
り
絵
等
、
自
宅
で
楽

し
く
学
べ
る
シ
リ
ー
ズ
を
順
次
配

信
し
て
い
き
た
い
と
思
い
ま
す
。

�

（
木
村
）

　
今
年
度
は
、
総
数
二
二
点
の
寄
贈
が
あ
り
ま
し
た
。

◆��

晶
子
・
寛
添
削
、
毛
呂
信
子
歌
稿
一
〇
点
（
五
九
枚
、
書
簡
付
）

　
弟
子
の
毛
呂
信
子
（
旧
姓
・
林
）
の
歌
稿
を
晶

子
と
寛
が
添
削
し
た
も
の
。
良
い
歌
に
は
三
重

丸
の
意
味
で
丸
を
三
つ
連
ね
た
朱
書
き
が
付
け

ら
れ
て
い
ま
す
。
こ
れ
ら
の
歌
稿
添
削
は
、
晶

子
と
寛
の
歌
作
指
導
が
よ
く
わ
か
る
資
料
で
す
。

ま
た
「
鉄
幹
」
と
署
名
さ
れ
た
古
い
歌
稿
も
あ
り
、

大
変
貴
重
で
す
。

◆
第
三
次
『
明
星
』（
与
謝
野
光
編
）
一
〇
冊

　
晶
子
と
寛
の
没
後
、
長
男
の
光
が
中
心
と
な
っ
て

弟
子
た
ち
と
共
に
刊
行
し
た
新
詩
社
の
機
関
誌
（
昭

和
二
二
年
～
二
四
年
）
。

◆
晶
子
自
筆
歌
掛
軸
（
わ
れ
は
知
る
）・
寛
自
筆
歌
掛
軸
（
わ
か
き
人
）
二
幅

　
昭
和
九
年
秋
、
与
謝
野
夫
妻
が
北
陸
旅
行
で
詠
ん
だ
歌
の
掛
軸
で
、
晶
子
の

歌
は
「
い
ぬ
あ
ぢ
さ
ゐ
」『
与
謝
野
晶
子
全
集
』
に
収
録
さ
れ
て
い
ま
す
。（
森
下
）

動画「利晶の杜へおいでよ」部分
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千
利
休
が
活
躍
し
た
一
五
八
〇
年

代
の
茶
の
湯
の
様
相
に
つ
い
て
、
高

弟
の
山
上
宗
二
が
記
し
た
秘
伝
書
が

『
山
上
宗
二
記
』
と
呼
ば
れ
る
書
物
で

す
。
堺
市
博
物
館
は
そ
の
写
本
を
所

蔵
し
て
い
ま
す
。
現
在
、『
山
上
宗
二
記
』
の
写
本

は
六
〇
点
ほ
ど
が
報
告
さ
れ
て
い
ま
す
。
宗
二
自

筆
と
確
定
で
き
る
も
の
は
ま
だ
見
つ
か
っ
て
い
ま

せ
ん
。
こ
の
コ
ラ
ム
で
は
、
堺
市
博
物
館
所
蔵
の

写
本
が
そ
れ
ら
の
中
に
ど
う
位
置
づ
け
ら
れ
る
の

か
に
つ
い
て
少
し
考
え
て
み
ま
す
。

山
上
宗
二
（
一
五
四
四
～
九
〇
）
は
、
薩
摩
屋

の
屋
号
を
持
つ
堺
の
町
衆
で
す
。「
元
禄
大
絵
図
」

に
よ
る
と
堺
に
は
山
之
上
と
呼
ば
れ
る
場
所
が
あ

り
（
現
在
の
大
町
東
三
丁
、
祥
雲
寺
付
近
）、
宗
二

は
そ
の
辺
り
の
出
身
で
地
名
を
姓
と
し
て
い
る
可

能
性
が
あ
り
ま
す
。
利
休
と
と
も
に
豊
臣
秀
吉
の

茶
堂
を
勤
め
た
宗
二
で
す
が
、
い
か
な
る
理
由
か

ら
か
退
任
し
、
金
沢
や
大
和
郡
山
に
滞
在
し
た
後
、

高
野
山
に
向
か
い
ま
し
た
。
高
野
山
で
茶
の
湯
を

教
え
な
が
ら
、
天
正
一
六
年
（
一
五
八
八
）
正
月
、

息
子
の
伊
勢
屋
道
七
や
、
宗
二
が
滞
在
し
て
い
た

高
野
山
安
養
院
な
ど
に
宛
て
て
書
き
上
げ
た
秘
伝

書
が
『
山
上
宗
二
記
』
の
最
初
の
バ
ー
ジ
ョ
ン
で
す
。

そ
の
後
、
宗
二
は
小
田
原
に
移
り
ま
す
。
北
条

家
で
茶
の
湯
を
教
え
つ
つ
、
天
正
一
七
年
二
月
、
家

臣
の
一
人
で
あ
る
板
部
岡
融
成
（
江
雪
斎
）
に
宛

て
て
秘
伝
書
を
書
き
、
翌
天
正
一
八
年
に
は
皆
川

山
城
守
宛
に
も
秘
伝
書
を
書
き
ま
し
た
。
そ
の
後

の
四
月
一
一
日
、
宗
二
は
秀
吉
か
ら
死
を
命
じ
ら

れ
ま
し
た
。

堺
市
博
物
館
本
は
奥
書
を
見
る
と
、
板
部
岡
融

成
宛
バ
ー
ジ
ョ
ン
と
皆
川
山
城
守
宛
バ
ー
ジ
ョ
ン

を
校
合
し
た
写
本
と
し
て
位
置
づ
け
ら
れ
ま
す
。
し

か
し
何
度
か
転
写
さ
れ
た
後
の
写
本
で
あ
り
、
誤

っ
た
記
述
も
見
ら
れ
ま
す
。
ま
ず
目
に
付
く
の
は
、

「
秀
吉
」
で
あ
る
べ
き
所
が
「
秀
次
」
と
な
っ
て
い

る

点

で

す
。

例
え
ば
、
茶

壺
に
つ
い
て

解
説
し
た
「
大

壺
之
次
第
」

の

一

節

に
、

「
四
十
石
」
と

い
う
銘
の
茶

壺
の
こ
と
が

以
下
の
よ
う

に
記
さ
れ
て

い
ま
す（
図
１
）
。

一
　
四
十
石
御
壺

　
　
此
御
壺
ハ
七
斤
半
入
、関
白
秀
次
公
に
あ
り
（
後
略
）

秀
次
が
秀
吉
の
後
を
継
い
で
関
白
に
な
っ
た
の

は
、
天
正
一
九
年
（
一
五
九
一
）
一
二
月
二
八
日
で

あ
り
、
宗
二
没
後
の
こ
と
で
す
。
宗
二
が
「
関
白

秀
次
公
」と
書
く
は
ず
は
あ
り
ま
せ
ん
。
例
え
ば『
堺

市
史
』
第
四
巻
掲
載
の
『
山
上
宗
二
記
』（
南
治
好

氏
旧
蔵
。
現
在
は
所
在
不
明
。
板
部
岡
融
成
宛
バ
ー

ジ
ョ
ン
）を
参
照
す
る
と
、同
じ
箇
所
に
は「
関
白
様
」

と
の
み
あ
り
、「
秀
次
公
」と
は
書
か
れ
て
い
ま
せ
ん
。

お
そ
ら
く
、
天
正
一
九
年
一
二
月
二
八
日
以
降
、「
関

白
」
と
記
し
た
箇
所
に
、「
秀
次
」
と
誤
っ
て
加
筆

し
た
人
が
お
り
、
そ
れ
を
見
た
人
が
誤
記
も
本
文

中
に
含
ん
で
書
き
写
し
た
た
め
こ
う
な
っ
た
と
考

え
ら
れ
ま
す
。
堺
市
博
物
館
本
を
鵜
呑
み
に
す
る

と
秀
吉
と
秀
次
を
取
り
違
え
て
し
ま
う
こ
と
に
な

り
、
注
意
が
必
要
で
す
。

で
は
、
堺
市
博
物
館
本
は
、
い
つ
誰
が
書
写
し

た
も
の
な
の
で
し
ょ
う
か
。
奥
書
の
末
尾
に
押
印

が
あ
り
、
書
写
者
の
も
の
で
あ
る
可
能
性
も
あ
り

ま
す
が
、
詳
細
は
わ
か
り
ま
せ
ん
。

そ
こ
で
、
朱
書
に
注
目
し
て
み
ま
す
。
朱
書
は
、

堺
市
博
物
館
本
の
書
写
者
あ
る
い
は
こ
の
写
本
を

読
ん
だ
人
が
注
釈
と
し
て
書
き
留
め
た
も
の
で
す
。

例
え
ば
、「
茶
入
」
の
項
の
「
薬
師
院
肩
衝
」（
現

在
は
香
雪
美
術
館
蔵
）
に
は
、「
松
平
新
太
郎
」
と

の
朱
書
が
あ
り
ま
す
（
図
２
）
。
こ
れ
は
薬
師
院
肩
衝

が
松
平
新
太
郎
、
す
な
わ
ち
岡
山
藩
主
池
田
光
政

（
一
六
〇
九
～
八
二
）
の
所
持
で
あ
る
こ
と
を
書
き

留
め
た
も

の
で
す
。

こ
の
情
報

が
有
効
で

あ
る
時
期

に
朱
書
が
な
さ
れ
た
と
考
え
る
と
、
本
文
も
光
政

が
薬
師
院
肩
衝
を
徳
川
将
軍
家
に
献
上
し
た
寛
文

一
二
年
以
前
、
つ
ま
り
一
六
七
二
年
頃
ま
で
に
書

写
さ
れ
た
も
の
と
の
推
測
が
可
能
で
す
。 

以
上
は
堺
市
博
物
館
本
の
読
み
解
き
の
ほ
ん
の

一
端
で
あ
り
、
筆
で
一
文
字
ず
つ
書
き
写
さ
れ
た

写
本
に
は
ア
ナ
ロ
グ
な
情
報
が
た
く
さ
ん
詰
ま
っ

て
い
ま
す
。
写
本
を
読
み
解
く
に
は
労
力
が
必
要

で
す
が
、
歴
史
を
つ
む
い
で
き
た
過
去
の
人
た
ち

と
対
話
を
交
わ
し
て
い
る
よ
う
な
楽
し
み
が
あ
り

ま
す
。

�

（
堺
市
博
物
館
　
学
芸
員
　
宇
野
千
代
子
）

写本を読み解く　ー堺市博物館蔵『山上宗二記』写本についてー

図１

図 2

コ
ラ
ム

コラム
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展
示
報
告

井
上
家
は
江
戸
時
代
を
通
じ
て

鉄
砲
生
産
に
携
わ
っ
た
家
系
で
、

堺
区
北
旅
籠
町
に
所
在
す
る
「
井

上
関
右
衛
門
家
住
宅
」
は
「
鉄
砲

鍛
冶
屋
敷
」
と
呼
ば
れ
、
堺
市
の

有
形
文
化
財
（
建
造
物
）
に
指
定

さ
れ
て
い
ま
す
。

平
成
二
七
年
か
ら
平
成
三
〇
年

ま
で
の
四
年
度
に
わ
た
る
堺
市
と

関
西
大
学
と
の
共
同
研
究
調
査
の

結
果
、
井
上
家
に
伝
わ
る
資
料
は

総
点
数
二
万
点
以
上
に
及
び
、
堺

の
み
な
ら
ず
日
本
の
鉄
砲
生
産
の

歴
史
に
と
っ
て
第
一
級
の
資
料
で

あ
る
こ
と
が
判
明
し
ま
し
た
。

本
展
は
、
堺
市
と
関
西
大
学
と

の
地
域
連
携
事
業
と
し
て
、
こ
れ

ら
の
貴
重
な
研
究
成
果
を
広
く
発

信
す
る
と
同
時
に
、
コ
ロ
ナ
禍
で

の
マ
イ
ク
ロ
ツ
ー
リ
ズ
ム
が
推
奨

さ
れ
る
な
か
、
市
民
の
皆
さ
ん
が
身

近
な
地
元
の
歴
史
遺
産
に
触
れ
て
い

た
だ
け
る
よ
う
開
催
し
ま
し
た
。

本
展
は
「
鉄
砲
鍛
冶
井
上
関
右

衛
門
家
の
誕
生
」、「
鉄
砲
鍛
冶
の

技
術
と
分
業
」、「
堺
の
鉄
砲
ビ
ジ

ネ
ス
」、「
鉄
砲
鍛
冶
の
暮
ら
し
～

鉄
砲
鍛
冶
ミ
ュ
ー
ジ
ア
ム
に
向
け

て
」
の
四
章
構
成
で
、
鉄
砲
鍛
冶

の
技
術
や
全
国
の
大
名
な
ど
と
の

取
引
、
井
上
家
の
由
緒
や
生
活
に

関
す
る
資
料
な
ど
四
〇
件
を
展
示

し
ま
し
た
。

会
期
中
に
は
、
展
示
解
説
（
八

月
二
二
日
、
九
月
五
日
）
や
講
演

会
（
九
月
六
日
）、
ワ
ー
ク
シ
ョ

ッ
プ
（
八
月
三
〇
日
）、
対
談
（
九

月
一
三
日
）
と
い
っ
た
関
連
イ
ベ

ン
ト
も
開
催
し
、
鉄
砲
鍛
冶
屋
敷

に
つ
い
て
広
く
発
信
を
お
こ
な
い

ま
し
た
。

（
文
化
財
課
　
学
芸
員
　
北
林
千
明
）

　
ア
ル
フ
ォ
ン
ス
・
ミ
ュ
シ
ャ
は
チ
ェ
コ
に
生
ま

れ
、
一
九
世
紀
末
か
ら
二
〇
世
紀
に
か
け
て
花
開
い

た
ア
ー
ル
・
ヌ
ー
ヴ
ォ
ー
の
代
表
的
な
画
家
で
す
。

本
展
は
生
誕
一
六
〇
年
を
記
念
し
、
堺 

ア
ル
フ
ォ

ン
ス
・
ミ
ュ
シ
ャ
館
、
堺
市
博
物
館
と
同
時
開
催
し

ま
し
た
。
会
場
は
ミ
ュ
シ
ャ
の
ポ
ス
タ
ー
作
品
や

装
飾
パ
ネ
ル
な
ど
代
表
的
な
作
品
と
と
も
に
華
や

か
な
ア
ー
テ
ィ
フ
ィ
シ

ャ
ル
フ
ラ
ワ
ー
で
彩
ら

れ
、
初
め
て
の
方
に
も

ミ
ュ
シ
ャ
に
親
し
ん
で

い
た
だ
け
ま
し
た
。

　
四
代
田
辺
竹
雲
斎
は
、
か
つ
て
竹
工
芸
の
文
化

の
中
心
地
で
あ
っ
た
堺
の
一
二
〇
年
続
く
竹
工
芸

家
に
生
ま
れ
育
ち
ま
し
た
。
近
年
、
ロ
ン
ド
ン
の

大
英
博
物
館
や
パ
リ
の
フ
ラ
ン
ス
国
立
ギ
メ
東
洋

美
術
館
、
そ
し
て
ニ
ュ
ー
ヨ
ー
ク
の
メ
ト
ロ
ポ
リ

タ
ン
美
術
館
等
で
展
覧
会
が
開
催
さ
れ
、
海
外
で
も
高
く
評
価
さ
れ
て
い
ま
す
。

　
本
展
で
は
四
代
竹
雲
斎
に
、
堺
か
ら
世
界
に
竹
工
芸
を
発
信
す
る
こ
と
を
テ
ー

マ
に
竹
の
イ
ン
ス
タ
レ
ー
シ
ョ
ン
の
制
作
を
お
願
い
し
、
多
く
の
方
々
に
竹
の
新

し
い
世
界
を
体
感
し
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。
ま
た
、
漆
芸
や
テ
ク
ノ
ロ
ジ
ー
な
ど

他
分
野
の
作
家
と
の
コ
ラ
ボ
レ
ー
シ
ョ
ン
作
品
や
竹
の
現
代
ア
ー
ト
作
品
も
展
示

し
、
多
岐
に
わ
た
る
竹
の
表
現
を
ご
覧
い
た
だ
き
ま
し
た
。
さ
ら
に
歴
代
の
伝
統

的
な
作
品
等
を
通
し
て
、
歴
代
か
ら
受
け
継
が
れ
た
精
神
や
技
術
が
現
在
の
作
品

に
つ
な
が
っ
て
い
る
こ
と
、

伝
統
と
向
き
合
い
挑
戦
し

続
け
て
い
る
革
新
的
な
四

代
竹
雲
斎
の
表
現
に
触
れ

て
い
た
だ
く
機
会
と
な
り

ま
し
た
。

（
文
化
課
　
学
芸
員
　
松
浦
萌
子
）

堺市と関西大学との地域連携事業

　　のとびらを開いてみれば ～ 堺鉄砲鍛冶屋敷 井上関右衛門家
令和２年８月19日 ㈬ ～９月14日 ㈪

　　　　　　　　　展
　令和２年 7 月11日㈯

～ 8 月10日（月･祝）  

企画展

令和２年10月24日㈯～11月23日(月･祝）

展
示
報
告 企画展
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今
後
の
ス
ケ
ジ
ュ
ー
ル

　
関
西
を
拠
点
に
活
動
す

る
ク
リ
エ
イ
タ
ー
チ
ー
ム

「
透
明
回
線
」
に
よ
る
企
画

展
を
開
催
し
ま
し
た
。

　
様
々
な
歴
史
と
文
化
が

交
差
す
る
都
市
『
堺
』
を

テ
ー
マ
に
、
ペ
イ
ン
ト
と
映
像
作
品
（
プ
ロ
ジ
ェ
ク

シ
ョ
ン
マ
ッ
ピ
ン
グ
）
に
よ
り
幻
想
的
な
空
間
が
表

現
さ
れ
ま
し
た
。

　
当
企
画
展
の
応
援
団
長
を
堺
出
身
の
Ｆ
Ｍ
８
０
２

Ｄ
Ｊ
板
東
さ
え
か
さ
ん
が
務

め
、
展
示
解
説
や
講
座
、
ま
ち

歩
き
イ
ベ
ン
ト
な
ど
へ
も
参
加

し
、
企
画
展
を
盛
り
上
げ
ま
し

た
。
ま
た
、「
透
明
回
線
」
に

よ
る
ラ
イ
ブ
ペ
イ
ン
テ
ィ
ン
グ

も
行
わ
れ
、
半
日
か
け
て
巨
大

な
キ
ャ
ン
バ
ス
に
作
品
が
描
か

れ
て
い
く
様
子
を
多
く
の
お
客

様
が
楽
し
ま
れ
ま
し
た
。

〈
編
集
後
記
〉

　「
学
芸
だ
よ
り
」
を
リ
ニ
ュ
ー
ア
ル
い
た
し
ま
し
た
。
昨
年
は
コ
ロ
ナ
禍
に
よ

り
、
さ
ま
ざ
ま
な
活
動
が
自
粛
を
せ
ま
ら
れ
た
一
年
と
な
り
ま
し
た
。
し
か
し
、

そ
う
し
た
状
況
だ
か
ら
こ
そ
、
少
し
で
も
利
晶
の
杜
を
知
っ
て
い
た
だ
き
、
よ

り
多
く
の
芸
術
・
文
化
に
触
れ
て
い
た
だ
こ
う
と
オ
ン
ラ
イ
ン
配
信
に
力
を
入

れ
て
き
ま
し
た
。皆
様
の
心
に
光
を
灯
す
一
助
に
な
れ
た
ら
、幸
い
で
す
。（
木
村
）

企画展

千利休
茶の湯館

千利休生誕500年

8/ （木）

与謝野晶子
記念館

「与謝野晶子夫妻の旅」 「黄梅庵と松永耳庵の茶の湯」「晶子をはぐくんだ堺の文学」文化コレクション展 ゲームコラボ関連展関西歴史旅関連展

堺の行事

冬

令和3年度さかい利晶の杜年間スケジュール(予定）
4月 5月 6月 7月 8月 9月 10月 11月 12月 令和4年1月 2月 3月

春の
特別公開

秋の
特別公開

展

示
環濠都市遺跡出土品展示 ※2か月ごとに企画展等に併せて入替

今月の作品展 ※毎月自筆資料を入替

利休忌関連展示 利休忌及び企画展関連展示

ｲﾙﾐﾈｰｼｮﾝ

イ
ベ
ン
ト

利休・晶子
関連講座等

その他 和菓子イベント

マルシェ ※4月～12月までの間毎月1回開催 マルシェ

七夕&風鈴

晶子ﾌｫｰﾗﾑ

企画展関連
講演会

企画展関連
講演会

晶子入門講座（晶子倶楽部共催） ※9月～12月まで毎月1回開催

短歌を楽しむセミナー（晶子倶楽部共催） ※9月～12月まで毎月1回開催

ﾅｲﾄ
ﾐｭｰｼﾞｱﾑ

※

予
定
は
変
更
に
な
る
可
能
性
が
あ
り
ま
す
。

5/29
晶子命日

12/7
晶子生誕

2/28（旧暦）
利休命日

さかい利晶の杜学芸だより　第６号　2021年３月20日発行　編集・発行＝堺市博物館学芸課� 堺市配架資料番号　1－L4-20-0311

　
堺
市
内
の
お
店
や
団
体

を
中
心
に
食
べ
物
や
雑
貨

ブ
ー
ス
の
出
店
、
ワ
ー
ク

シ
ョ
ッ
プ
の
実
施
な
ど
、

堺
の
魅
力
を
感
じ
て
い
た

だ
け
る
イ
ベ
ン
ト
を
開
催

し
ま
し
た
。

 

　「
ノ
ス
タ
ル
ジ
ッ
ク
さ
か
い
マ
ル
シ
ェ
」「
秋
の
実

り
」
な
ど
開
催
中
の
企
画
展
や

季
節
に
合
わ
せ
た
テ
ー
マ
を
設

け
、
堺
の
野
菜
な
ど
特
産
品
販

売
や
観
光
案
内
展
示
室
で
の
コ

ン
サ
ー
ト
開
催
、
和
菓
子
作
り

体
験
、
ク
イ
ズ
ラ
リ
ー
な
ど
様
々

な
催
し
を
行
い
、
大
人
か
ら
子

ど
も
ま
で
た
く
さ
ん
の
方
に
お

楽
し
み
い
た
だ
け
ま
し
た
。

　　　　　    ART Exhibition『SAKAI』
令和２年９月19日㈯～10月18日㈪

企画展ＳＡＫＡＩマルシェ
（６月～11月・3 月、毎月１回開催）イベ
ント そ

の
他
報
告

利
用
案
内

問い合せ先　さかい利晶の杜　〒590-0958　堺市堺区宿院町西2丁1-1　TEL.072-260-4386　FAX.072-260-4725  http://www.sakai-rishonomori.com


